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研究成果の概要（和文）： 
 本研究では，9 世紀から 15 世紀にかけて繁栄した古代クメール帝国の辺境を含む国土の諸相
と周辺諸国との地勢的関係の解明を目的として，往時の主要な街道沿いに造営された地方拠点
に関する建築・地形・岩石・美術史・考古学調査を行った。コー・ケー，ベン・メアレアの二
大遺跡群を中心とした複数の地方拠点における詳細な記録作業を通じて，寺院の設計手法と都
市構造の分析を進めると共に，保存修復計画策定に資する基礎資料を作成した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 This study aims to clarify various aspects of provincial cities and temples of the 
ancient Khmer Empire, which dramatically developed from 9th to 15th century, 
including geographical relationship with the neighboring countries. Based on detailed 
recording by field surveys at several archaeological sites build along the “Royal Road” 
from Angkor, especially Koh Ker and Beng Mealea, from architectural, 
geomorphological, petrological, art historical and archaeological points of view, we 
analyze method and process of temple and city design and construction, as well as 
complete monument inventories with maps and drawings, which will contribute to 
future conservation planning of these provincial sites. 
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１．研究開始当初の背景 
 古代クメール帝国は首都アンコールを中
心として水路・陸路のネットワークを発達さ
せ，最盛期にはインドシナ半島最大の版図を

誇る中央集権国家を築き上げたことが知ら
れるが，アンコール遺跡の調査研究と保存修
復が進められる一方で，その周辺に広がる広

大な領土と辺境の様相は，踏査が困難等の

理由から，これまで十分に明らかにされて
こなかった。しかしながら，研究開始当初，
道路整備と地雷撤去が急速に進められ，ベ

ン・メアレアやコー・ケーといった往時の
街道沿いに位置する主要な地方拠点を対
象とした詳細なフィールド調査も，次第に
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実現可能となりつつあった。これらの遺跡群
に関しては，19 世紀末から 20 世紀前半にか
けてフランスが行った調査資料があるのみ

で，その保存修復計画策定のためにも，正確
な遺構図面やインベントリーの作成が要さ
れていた。 
 
２．研究の目的 
 本研究は，古代クメール帝国の地方拠点を

介した領土拡大とネットワークの発展史に
関する諸相解明を目的とし，首都アンコール
より東及び北東に延びる往事の街道沿いに

造営された複数の地方拠点と対象として，建
築・地形・岩石・美術史・考古学的調査を行
うものである。寺院及び都市造営の年代及び

設計手法に関する分析考察を行うと共に，そ
れら地方遺跡の保存修復計画策定に資する
基礎資料の作成を目指した。 
 
３．研究の方法 
(1) 地形調査：空中写真及び衛星画像の解析

と踏査に基づく対象遺跡全体の地形把握，ト
ータルステーションを用いた微地形及び断
面測量 
 
(2) 遺構記録：GPS 測位に基づく遺構分布図
作成，トータルステーションを用いた遺構測

量及び実測図面作成 
 
(3) 写真記録・インベントリー：遺構の基本

情報，建築・美術様式に関する写真記録及び
インベントリー作成 
 
(4) 岩石・美術史調査：遺構に用いられた岩
石の帯磁率計測，採石場調査，美術様式・モ
チーフ・技法に関する美術史比較調査 
 
４．研究成果 
(1) コー・ケー遺跡群における研究成果：コ

ー・ケーはアンコールより北東約 90km に位
置する 10 世紀前半の遺跡群である。先行研
究により同遺跡群内の 44 の遺構に関する簡

易な報告がなされていたが，本研究では，新
たに確認された遺構を含む全 127 の建築・土
木遺構を記録し，これらのインベントリーと

共に，地形を含む遺跡群全域図，主要寺院の
実測平面図等を作成した。 
 地形測量に基づき，遺跡群中央に位置する

灌漑用池ラハールの形状を明らかにし，これ
と密接に関連する複数の遺構の存在を指摘
した上で，寺院の立地条件や軸線の特徴から，

同遺跡群の水利構造をアンコールと比較し
て提示した。 
 また，プラサート・プラム，プラサート・

トムの実測寸法分析により，寺院設計の基準

となる単位長はアンコールと同じ 1 hasta 
= 412 mm と推定されたことに加え，等分
割技法とも呼び得る寸法制御の存在が窺

われた。この単位寸法は 1912 年以来指摘
されてきたプラン遺構に関する碑文の解
読研究の内容に，もっとも適合する長さで

ある。 
 
(2) ベン・メアレア遺跡群における研究成

果：ベン・メアレアはアンコールより東約
40km に位置する遺跡群であり，3 重の周
壁に囲繞された中央伽藍に付随して，バラ

イや衛星寺院の存在が確認されていた。本
研究では，これら周辺遺構を含む遺構群全
域の実測図面を作成すると共に，地形・水

系を含む環境調査，土器の散乱が観察され
た地点における表採調査を行った。既存の
図面の細部に至る修正をはじめ，寺院建築

の規模計画や設計技術の分析考察，繋ぎ梁
等に見られる特異な構法の記録と類型化，
岩石及び美術様式の分析に基づき，寺院の

造営過程に関する考察を行うと共に，崩壊
した中央塔と経蔵の復原案を提示した。 
 居住の形跡が発見されなかったコー・ケ

ーに対し，ベン・メアレアでは中央伽藍よ
り南西の区域において，28 の地点で土器の
存在が確認され，そのうち 18 の地点で 800
点近くの遺物が採取された。これらはクメ
ールの粗製土器と陶器および瓦類，中国陶
磁器，ヴェトナム陶磁器であり，このあた

りが生活圏であったことが推測された。 
 
(3) その他の遺跡における研究成果：その

他の遺跡調査として，アンコールから東及
び北東に延びる街道に関連した重要遺構
として，チャウ・スレイ・ビボール，宿駅

寺院の一つであるプラサート・バンテア
イ・アンピル，クーレン山中の様々な遺跡
群，コンポン・スヴァイのプレア・カーン，

またコー・ケー以北の複数の中小規模寺院
遺構を対象とした基礎調査を実施した。な
お，当初の調査計画に含まれていたプレ

ア・ヴィヘアに関しては，タイとの国境紛
争が悪化したため，今回は詳細な実測調査
までには至らなかった。 
 これらの広域に及ぶ遺構踏査と記録作
業に基づき，古代クメール帝国地方拠点の
諸相解明と保存修復計画策定に資する重

要な基礎資料を提供できたと考えている。 
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